
厩
戸
皇
子
の
名
前
と
誕
生
伝
承

は
じ
め
に

「
日
本
書
紀
」
推
古
天
皇
元
年
四
月
条
に
よ
る
と
、
聖
徳
太
子
は
宮
中
の
馬

官
の
「
厩
の
戸
」
に
お
い
て
誕
生
し
た
の
で
厩
戸
皇
子
と
呼
ば
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

も

う

み

こ

あ

れ

ま

そ
れ
は
、
「
母
の
皇
后
を
穴
穂
部
閑
人
皇
女
と
日
す
。
皇
后
、
懐
妊
開
胎
さ

み

う

ま

の

つ

か

さ

む
と
す
る
日
に
、
禁
中
に
巡
行
し
て
、
諸
司
を
監
察
た
ま
ふ
。
馬
官
に
至
り
た

う

ま

や

と

な

ゃ

あ

ま
ひ
て
、
乃
ち
厩
の
戸
に
当
り
て
、
労
み
た
ま
は
ず
し
て
忽
に
産
れ
ま
せ
り
」

と
い
う
一
文
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
に
「
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
に
も
「
池
辺

天
皇
后
穴
太
部
閑
人
玉
、
出
厩
戸
之
時
、
忽
産
生
上
宮
王
」
と
記
さ
れ
て
い

る。
こ
の
説
話
に
つ
い
て
久
米
邦
武
は
、
当
時
の
僧
徒
が
キ
リ
ス
ト
降
誕
説
話
を

伝
聞
し
て
太
子
の
伝
記
に
付
会
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
説
い
た
。

久
米
は
、
「
厩
戸
を
馬
小
屋
と
な
す
説
は
早
く
帝
説
書
紀
よ
り
あ
り
、
是
も

ユ

ダ

ヤ

ヨ

セ

フ

彼
猶
太
の
王
族
約
悲
、
馬
利
の
夫
妻
、
戸
籍
の
検
査
に
ベ
ト
レ
ム
に
赴
き
、
村

の
入
口
な
る
厩
に
一
夜
を
明
か
さ
ん
と
し
て
、
其
慮
に
於
て
開
胎
し
、
其
児
を

ま

ぶ

ね

馬
槽
に
寝
せ
た
る
を
救
世
主
耶
蘇
基
督
と
す
る
に
相
似
た
り
。
此
の
如
く
太
子

前
之
園
亮

を
救
世
菩
薩
の
化
身
し
て
降
誕
と
い
ふ
談
は
、
彼
耶
蘇
経
典
に
類
似
す
。
是
必

ず
暗
合
に
は
あ
ら
じ
。
嘗
時
の
信
徒
等
が
其
事
を
耳
食
り
た
る
を
種
と
な
し
て

構
造
し
た
る
に
で
あ
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

聖
徳
太
子
が
本
名
を
ウ
マ
ヤ
ト
と
い
っ
た
こ
と
は
、
元
興
寺
露
盤
銘
に
「
有

麻
移
刀
」
、
「
元
興
寺
縁
起
』
に
「
馬
屋
門
、
馬
屋
戸
」
と
書
き
記
さ
れ
て
い
る

の
で
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
の
娘
に
も
馬
屋
古
女
王
が
い
る
（
「
上

宮
聖
徳
法
王
帝
説
」
、
母
は
普
岐
々
美
郎
女
。
「
上
宮
記
」
に
は
馬
屋
女
王
と
あ

る）。厩
戸
皇
子
、
馬
屋
古
女
王
の
名
前
は
、
何
に
も
と
づ
い
て
命
名
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
厩
戸
皇
子
誕
生
諦
は
、
久
米
の
説
く
ご
と
く
キ
リ
ス
ト
降

誕
説
話
の
付
会
な
の
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
坂
本
太
郎
氏
は
、
ウ
マ
ヤ
ト
は
飛
鳥
の
橘
寺
の
近
く
に
あ
っ
た
地
名

に
よ
る
と
い
わ
れ
た
が
、
近
年
、
古
市
晃
氏
、
遠
山
美
都
男
氏
、
渡
里
恒
信
氏

が
新
し
い
見
解
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

古
市
氏
は
、
ウ
マ
ヤ
ト
は
王
宮
名
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
そ
の
王
宮
は
厩
坂

宮
（
箭
明
天
皇
紀
十
二
年
四
月
条
）
で
あ
り
、
ウ
マ
ヤ
ト
と
ウ
マ
ヤ
サ
カ
は
同

義
の
語
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
遠
山
氏
も
古
市
氏
の
見
解
を
支
持
さ
れ

、‘，J’EA
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て
い
る
。
渡
里
氏
は
、
ウ
マ
ヤ
ト
は
厩
戸
皇
子
を
養
育
し
た
額
田
部
湯
坐
速
が

深
く
か
か
わ
っ
た
馬
匹
の
こ
と
に
由
来
す
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

右
の
古
市
・
遠
山
・
渡
里
氏
の
所
説
は
い
ず
れ
も
興
味
深
い
見
解
で
あ
る

が
、
小
稿
で
は
も
っ
ぱ
ら
久
米
説
に
対
す
る
対
案
を
提
示
し
て
み
た
い
。
筆
者

は
、
久
米
説
に
賛
同
で
き
な
い
の
で
、
中
国
六
朝
の
志
怪
（
志
怪
小
説
）
に
注

目
し
て
み
た
。
志
怪
小
説
集
の
『
捜
神
記
』
『
捜
神
後
記
』
に
庶
民
の
女
が
車

庫
の
軒
下
で
男
児
を
出
産
し
た
の
で
「
車
子
」
と
命
名
し
た
説
話
や
、
「
馬
子
」

と
い
う
名
の
貴
族
の
子
弟
が
厩
舎
の
中
で
起
居
す
る
説
話
が
記
さ
れ
て
い
る
の

を
参
考
・
手
掛
か
り
に
し
て
、
聖
徳
太
子
の
名
ウ
マ
ヤ
ト
と
誕
生
伝
説
に
つ
い

て
、
迂
遠
な
方
法
ま
わ
り
く
ど
い
論
述
で
は
あ
る
が
憶
説
を
述
べ
て
み
た
い
。

た
だ
し
、
そ
の
前
に
厩
戸
皇
子
、
馬
屋
古
女
王
以
外
に
も
「
古
事
記
』
や
六

回
史
に
ウ
マ
ヤ
ト
、
ウ
マ
ヤ
コ
と
い
う
人
名
が
存
在
す
る
の
か
否
か
調
査
し
て

み
よ
う
。
ま
た
ウ
マ
を
名
に
負
う
人
名
も
調
査
し
て
み
る
。

ウ
マ
ヤ
ト
、
ウ
マ
ヤ
、
ウ
マ
を
帯
び
る
人
名
と
間
人
連

『
古
事
記
』
、
六
国
史
に
見
え
る
ウ
マ
ヤ
ト
、
ウ
マ
ヤ
、
ウ
マ
（
マ
）
を
負
う

人
名
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
土
師
連
馬
手
の
馬
手
は
メ
テ
と
も
読

め
る
が
、
ウ
マ
を
帯
び
る
人
名
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

「
古
事
記
』

「
日
本
書
紀
』

馬
木
王
（
「
紀
」
は
茨
城
皇
子
）

御
馬
皇
子
蘇
我
臣
馬
子
閑
人
述
御
厩

馬
身
龍
筑
紫
君
薩
野
馬
大
伴
連
馬
飼

巨
勢
朝
臣
馬
飼
伊
余
部
連
馬
飼

馬
武
能
登
臣

土
師
連
馬
手

『
続
日
本
紀
」

伊
余
部
連
馬
養
粟
回
朝
臣
馬
養
小
野
朝
臣
馬
養
尾
張

連
馬
身
上
毛
野
朝
臣
荒
馬
上
毛
野
朝
臣
馬
長
賀
茂
直

馬
主
紀
朝
臣
馬
借
紀
朝
臣
馬
主
紀
朝
臣
馬
守
巨
勢

朝
臣
馬
主
高
麗
使
主
馬
養
佐
伯
宿
禰
馬
養
白
鳥
村
主

馬
人
調
連
馬
養
津
史
馬
人
中
臣
丸
朝
臣
馬
主
土
師

宿
禰
馬
手
秦
忌
す
馬
長
葛
江
我
孫
馬
養
藤
原
馬
養

（
宇
合
）
舟
木
直
馬
養
文
忌
す
馬
養
三
野
真
人
馬
甘

『
日
本
後
紀
」
藤
原
朝
臣
宇
合

『
続
日
本
後
紀
』
穴
太
馬
麻
呂
林
連
馬
主

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」
な
し

『
日
本
三
代
実
録
』
な
し

藤
原
朝
臣
宇
合

右
の
ご
と
く
、
ウ
マ
を
名
に
負
う
人
名
は
『
古
事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書

紀
』
『
続
日
本
紀
』
「
日
本
後
紀
」
『
続
日
本
後
紀
」
の
な
か
に
少
な
か
ら
ず
散

見
す
る
が
、
厩
戸
皇
子
・
馬
屋
古
女
王
と
同
名
の
ウ
マ
ヤ
ト
・
ウ
マ
ヤ
コ
を
名

乗
る
者
は
皆
無
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ウ
マ
ヤ
を
帯
び
る
人
物
が
『
日
本
書
紀
』
の
な
か
に
一
人
だ
け
見

え
る
。
そ
れ
は
、
閑
人
連
御
厩
（
斉
明
天
皇
三
年
是
歳
条
）
で
あ
る
。
御
厩

は
、
ミ
ウ
マ
ヤ
と
読
め
る
。
な
ぜ
御
厩
と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
の
か
詳
ら

か
で
な
い
も
の
の
、
馬
屋
（
厩
舎
）
と
関
係
が
浅
く
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ウ

マ
ヤ
に
ミ
（
御
）
と
い
う
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
で
、
御
厩
と
は
天
皇
や
宮
廷

の
厩
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

閑
人
連
御
厩
の
所
属
す
る
閑
人
連
と
い
え
ば
、
厩
戸
皇
子
を
「
厩
の
戸
」
に

お
い
て
出
産
し
た
と
い
う
穴
穂
部
閑
人
皇
女
と
の
つ
な
が
り
が
連
想
さ
れ
る
。

(2) 



穴
穂
部
間
人
皇
女
は
、
間
人
速
に
養
育
さ
れ
た
の
で
閑
人
皇
女
と
呼
ば
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

間
人
速
の
職
掌
は
、
宮
廷
の
キ
ザ
ハ
シ
（
階
梯
）
に
待
候
し
て
天
皇
と
臣

下
・
外
部
と
の
聞
を
取
り
次
ぐ
役
目
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
大
胆
に
憶
測
す
れ
ば
、
間
人
連
は
天
皇
や
宮
廷
の
馬
と
厩
に
関
す
る
職
務

に
も
従
事
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
い
う
の
は
、
閑
人
述
の
一
族
は
、
七
世
紀
に
対
外
関
係
の
任
務
に
た
ず
さ

わ
っ
た
者
が
顕
著
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
間
人
述
塩
輩
は
任
那
の
使
者
の
導
者

と
な
り
（
推
古
天
皇
一
八
年
一

O
月
条
）
、
間
人
連
御
厩
は
新
緑
使
に
付
せ
ら

れ
て
唐
に
渡
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
（
斉
明
天
皇
三
年
是
歳
条
）
、
間
人
連
大
蓋

は
新
羅
を
討
つ
将
軍
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
（
天
智
天
皇
二
年
三
月
条
）
。
対
外

関
係
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
を
通
じ
て
馬
の
飼
育
や
厩
の
管
理
も
行
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

思
う
に
、
厩
戸
皇
子
の
名
前
は
間
人
速
が
関
与
し
て
い
た
宮
廷
の
厩
と
も
無

関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
ウ
マ
ヤ
と
い
う
語
棄
を
含
む
ウ
マ
ヤ

ト
、
ウ
マ
ヤ
コ
、
ミ
ウ
マ
ヤ
と
い
う
人
名
は
、
き
わ
め
て
希
少
な
名
前
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。

『
捜
神
記
」
『
捜
神
後
記
」
の
車
子
・
馬
子
と
い
う
人
名

か
つ
て
倭
玉
済
の
劉
宋
遺
使
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
る
過
程
で
、
貌

（一二一

0
1
二
六
五
年
）
・
晋
（
二
六
五

i
＝
二
六
年
）
・
束
晋
（
＝
二
七

l

四
二

O
年
）
や
六
朝
（
呉
・
東
晋
・
宋
・
斉
・
梁
・
陳
、
二
二
二

1
五
八
九

年
）
の
志
怪
（
「
怪
を
志
す
」
の
意
味
。
志
怪
小
説
と
も
い
う
）
を
読
む
機
会

が
あ
っ
た
。
読
ん
だ
と
は
い
っ
て
も
、
「
捜
神
記
」
「
捜
神
後
記
」
な
ど
の
志
怪

集
を
和
訳
し
た
『
六
朝
・
唐
・
宋
・
小
説
選
』
（
中
国
古
典
文
学
大
系
仰
の
前

野
直
彬
編
訳
）
や
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
集
』
（
中
国
古
典
文
学
全
集
6

前

野
直
彬
訳
）
、
『
捜
神
記
幽
明
録
異
苑
他
〔
六
朝
I
〕
」
（
中
国
古
典
小
説

選
2

竹
田
晃
・
黒
田
真
美
子
編
佐
野
誠
子
著
）
、
『
捜
神
記
」
（
干
宝
著
。

竹
田
晃
訳
東
洋
文
庫
叩
）
な
ど
を
読
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。

志
怪
の
一
部
に
目
を
通
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、
晋
の
史
官
の
干
宝
（
生
年
不

詳

1
三
三
六
年
没
）
が
編
纂
し
た
志
怪
小
説
集
「
捜
神
記
」
の
中
に
、
人
に
使

わ
れ
て
い
た
女
性
が
「
車
屋
下
」
（
車
庫
の
軒
下
）
に
お
い
て
男
の
子
を
出
産

し
た
の
で
「
車
子
」
と
名
づ
け
た
と
い
う
説
話
（
「
天
か
ら
銭
を
借
り
た
夢
」
）

が
目
を
ひ
い
た
。
こ
れ
は
、
厩
戸
皇
子
の
誕
生
・
命
名
の
伝
説
と
似
て
い
る
と

恩
わ
れ
た
。

ま
た
、
陶
潜
（
陶
淵
明
、
三
六
五
年
頃
生
1
四
二
七
年
没
）
が
編
纂
し
た
と

さ
れ
る
志
怪
集
『
捜
神
後
記
」
の
中
に
、
晋
時
代
の
広
州
郡
の
太
守
（
長
官
）

の
息
子
（
名
前
は
馬
子
、
年
齢
は
二
十
歳
あ
ま
り
）
が
広
州
郡
の
郡
役
所
の
厩

舎
の
な
か
で
起
居
し
て
い
る
志
怪
（
「
厩
の
中
の
幽
霊
付
」
）
、
晋
時
代
の
武
都

郡
の
太
守
の
子
息
（
字
は
子
長
，
年
は
二
十
歳
）
が
馬
屋
で
寝
起
き
し
て
い
た

志
怪
（
「
厩
の
中
の
幽
霊
口
」
）
に
も
興
味
を
ひ
か
れ
た
。
な
か
で
も
馬
子
と
い

う
名
前
は
、
厩
戸
皇
子
の
名
前
や
蘇
我
馬
子
の
名
と
も
無
縁
で
は
な
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。

(3) 

広
州
郡
太
守
の
息
子
が
馬
子
と
命
名
さ
れ
た
理
由
は
、
馬
屋
で
生
ま
れ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
幼
少
の
時
か
ら
馬
屋
で
生
活
し
て
い
た
の
で
馬

子
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
が
湧
い
た
と
同
時

に
、
六
朝
の
郡
太
守
な
ど
貴
族
階
級
（
清
官
・
五
品
の
郡
太
守
は
お
お
む
ね
貴



族
が
任
命
さ
れ
た
）
の
間
で
は
、
子
弟
が
厩
舎
で
起
居
・
生
活
す
る
習
慣
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
日
本
へ
伝
来
し
て
飛
鳥
時
代
の
日
本
の
貴
族
階
級
の
子

弟
も
馬
屋
で
起
居
・
生
活
す
る
慣
習
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
を

い
だ
い
た
。

し
か
し
、
中
国
六
朝
に
お
い
て
も
日
本
の
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
、

貴
族
階
級
の
子
弟
・
子
女
が
厩
舎
の
中
で
生
活
す
る
慣
習
が
存
在
し
た
こ
と
を

証
明
で
き
る
文
献
的
な
証
拠
を
い
ま
だ
発
見
で
き
て
い
な
い
。

な
お
、
志
怪
小
説
の
な
か
で
郡
太
守
の
子
息
が
生
活
し
て
い
た
厩
・
馬
屋

は
、
六
朝
時
代
の
郡
役
所
に
付
属
の
厩
舎
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
大
規
模
な
建

物
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
晋
時
代
の
郡
の
太
守
は
、
お
も
に
貴
族
が
任
命
さ
れ

た
。
東
晋
時
代
は
貴
族
制
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
東
晋
の
郡
太
守
は
、
し
い
て

い
え
ば
我
が
国
の
奈
良
・
平
安
時
代
の
国
司
の
守
に
相
当
す
る
の
で
は
な
か
ろ

、っか。筆
者
は
右
の
三
つ
の
志
怪
小
説
を
目
に
し
た
と
き
、
こ
れ
ら
は
厩
戸
皇
子
の

誕
生
伝
説
と
名
前
を
考
察
す
る
の
に
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
と
思
っ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
と
く
に
考
え
を
深
め
る
こ
が
で
き
な
い
ま
ま
歳
月
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
近
年
、
厩
戸
皇
子
の
名
前
に
関
す
る
論
考
が
あ
い
つ
い
で
発
表
さ
れ

た
こ
と
に
啓
発
さ
れ
た
の
で
、
右
の
『
捜
神
記
』
と
『
捜
神
後
記
」
の
志
怪
を

紹
介
し
つ
つ
私
見
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、
干
宝
著
・
竹
田
晃
訳
「
捜
神
記
』
の
巻
十
に
収
録
さ
れ
て
い
る
志
怪

「
天
か
ら
銭
を
借
り
た
夢
」
（
訳
文
と
注
）
を
掲
示
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
こ
の

本
に
は
原
文
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
「
天
か
ら
銭
を
借
り
た
夢
」
と
い
う
題

名
も
原
文
に
は
な
い
。
訳
者
の
竹
田
晃
氏
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

志
怪
は
、
お
お
か
た
事
実
や
実
際
に
あ
っ
た
怪
奇
・
珍
妙
な
出
来
事
や
市
井

の
噂
話
・
民
間
の
口
碑
等
を
そ
の
ま
ま
脚
色
し
な
い
で
忠
実
に
記
録
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
や
は
り
事
実
と
は
認
め
が
た
い
超
自
然
的
な
こ
と
も
少
な
か
ら
ず

書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
説
話
の
な
か
で
事
実
と
恩
わ

れ
る
部
分
と
、
事
実
と
は
考
え
ら
れ
な
い
部
分
と
を
分
別
し
て
み
よ
う
。
事
実

と
恩
わ
れ
る
部
分
は
A
と
し
、
事
実
と
は
認
め
が
た
い
部
分
は
B
と
す
る
こ
と

と
す
る
。
な
お
、
「
捜
神
記
』
な
ど
貌
晋
六
朝
の
志
怪
集
は
、
し
い
て
い
え
ば
我
が
国

の
説
話
集
『
日
本
霊
異
記
」
や
『
今
昔
物
語
集
』
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
霊
異
記
』
『
今
昔
物
語
集
」
に
収
録
さ
れ
た
説
話
も
、
お
お
む
ね
世
上
の

噂
・
口
碑
・
伝
承
や
実
際
に
あ
っ
た
奇
妙
・
不
思
議
な
出
来
事
な
ど
を
素
材
に

し
て
お
り
、
編
纂
者
が
自
由
気
位
に
創
作
・
構
成
し
た
も
の
で
は
な
い
。
一
定

の
史
料
的
価
値
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(4) 

天
か
ら
銭
を
借
り
た
夢

（
『
捜
神
記
』
巻
十
）

ら
ん
書
〈

A
周
撃
噴
は
、
貧
乏
で
は
あ
っ
た
が
道
義
を
愛
す
る
人
で
あ
っ
た
。

あ
る
と
き
夫
婦
し
て
夜
ま
で
畑
仕
事
を
続
け
、
疲
れ
き
っ
て
横
に
な
っ
た
。

B
す
る
と
夢
の
な
か
で
天
帝
が
立
ち
寄
り
、
噴
を
憐
み
、
恵
み
を
与
え
て
や
る

（
注
一
｝

よ
う
に
と
部
下
に
命
じ
た
。
す
る
と
司
命
が
閲
魔
帳
を
し
ら
べ
て
言
、
つ
に
は
、

「
こ
の
男
の
運
命
は
貧
乏
で
、
現
在
の
生
活
が
限
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
張

ぜ
じ

車
子
と
い
う
者
が
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
銭
一
万
貫
を
運
命
と
し
て
授
か
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
車
子
は
ま
だ
生
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
と
り
あ



え
ず
周
に
貸
し
て
や
る
こ
と
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
」
。

天
帝
は
「
よ
か
ろ
う
」
と
言
っ
た
。

夜
が
明
け
て
眼
を
醒
ま
す
と
、
周
は
こ
の
こ
と
を
妻
に
話
し
て
聞
か
せ
た
。

A
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
夫
婦
力
を
合
わ
せ
て
、
昼
も
夜
も
稼
ぎ
に
精
を
出
し

た
。
す
る
と
な
に
か
仕
事
を
す
れ
ば
か
な
ら
ず
金
が
も
う
か
つ
て
、
や
が
て
貯

え
は
一
千
万
貫
に
達
し
た
。

ち
ょ
う
お
う

こ
れ
よ
り
さ
き
、
張
婚
と
い
う
女
が
周
の
家
に
や
と
わ
れ
奉
公
に
来
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
女
は
ど
こ
か
の
男
と
通
じ
て
身
ご
も
り
、
月
満
ち
て
出
産

の
日
が
近
づ
い
た
の
で
、
家
の
外
に
追
い
出
し
た
。
す
る
と
張
は
、
車
庫
の
軒

下
（
原
文
で
は
「
車
屋
下
」
）
に
足
を
と
め
た
と
き
、
男
の
子
を
生
み
落
し
て

し
ま
っ
た
。
周
は
行
っ
て
み
て
、
身
寄
り
も
な
く
寒
さ
に
ふ
る
え
て
い
る
の
を

哀
れ
と
思
い
、
粥
を
作
っ
て
食
べ
さ
せ
て
や
り
、

「
お
前
の
息
子
に
名
前
を
つ
け
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
」

と
尋
ね
る
と
、

「
た
だ
い
ま
車
庫
の
軒
下
で
こ
の
子
を
生
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、

B
夢
に
天
帝
の
お
告
げ
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

車
子
と
名
づ
け
よ
と
の
こ
と
で
し
た
」
と
言
う
。

そ
こ
で
、
周
は
は
じ
め
て
悟
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
わ
し
が
以
前
、
天
か
ら
金
を
借
り
る
夢
を
見
た
と
き
、
部
下
の
者
が
張
車
子

の
金
を
わ
し
に
貸
す
よ
う
に
と
天
帝
に
申
し
上
げ
て
い
た
が
、
あ
れ
は
こ
の
子

に
ち
が
い
な
い
。
わ
し
の
財
産
は
こ
の
子
の
も
の
と
な
る
の
だ
な
」
。

そ
れ
以
後
、
周
の
家
産
は
日
に
日
に
減
少
し
て
行
き
、
車
子
は
成
長
す
る

と
、
周
よ
り
も
金
持
ち
に
な
っ
た
。

注
一
司
命
人
間
の
寿
命
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
冥
界
の
役
人
。

右
の
話
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
車
庫
の
軒
下
で
生
ま
れ
た
の
で
車
子
と

名
づ
け
ら
れ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

こ
の
話
は
、
厩
の
戸
（
入
口
）
に
お
い
て
誕
生
し
た
の
で
ウ
マ
ヤ
ト
と
名
づ

け
ら
れ
た
と
伝
え
る
「
日
本
書
紀
」
の
厩
前
誕
生
説
話
を
考
察
す
る
の
に
参
考

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
選
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
志
怪
集
『
捜
神
後

記
』
（
巻
一
二
）
の
説
話
「
厩
の
中
の
幽
霊
付
」
「
厩
の
中
の
幽
霊
口
」
（
訳
文
と

注
）
を
掲
示
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
「
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
選
』
に
は
原
文
が

収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
「
厩
の
中
の
幽
霊
付
」
「
厩
の
中
の
幽
霊
口
」
と
い
う
題

名
も
原
文
に
は
な
い
。
一
編
訳
者
の
前
野
直
彬
氏
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文

（
『
長
津
規
矩
也
解
題
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
」
第
十
三
集
）
に
あ
た
っ
て
み
る

と
、
「
厩
の
中
の
幽
霊
付
」
の
厩
は
「
厩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(5) 

人，，．阜、厩
の
中
の
幽
霊
付
（
『
捜
神
後
記
」
巻
三
）

し

ん

ふ

う

A
晋
代
の
こ
と
、
東
平
（
山
東
省
）
の
態
孝
将
が
広
州
太
守
と
な
っ
た
。
息
子

の
馬
子
は
二
十
あ
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
一
人
で
厩
（
原
文
で
も
「
厩
」
、
前
之

園
注
）
の
中
に
寝
て
い
る
と
、

B
夜
半
の
夢
に
年
の
こ
ろ
十
八
、
九
の
娘
が
現
れ
て
、
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

「
私
は
前
任
の
太
守
、
北
海
（
山
東
省
）
の
徐
玄
方
の
娘
で
す
。
不
幸
に
し
て

若
死
に
を
し
、
死
ん
で
か
ら
も
う
四
年
に
な
り
ま
す
。

（
注
二
｝

た
だ
、
私
は
化
物
に
と
り
殺
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
冥
土
の
お
役
人
が
生
録
を
調

べ
ま
し
た
ら
、
寿
命
は
八
十
歳
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で



お
役
人
は
、
私
が
生
き
返
る
の
を
許
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
あ
な
た

の
お
力
添
え
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
お
力
が
あ
っ
て
、
は
じ
め

て
蘇
生
し
、
さ
ら
に
は
あ
な
た
の
姿
と
な
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の

願
い
を
聞
き
と
ど
け
て
、
生
き
返
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
ょ
う
か
」
。

馬
子
が
「
よ
ろ
し
い
」
と
答
え
た
の
で
、
娘
は
馬
子
と
う
ち
あ
わ
せ
、
こ
の

世
に
姿
を
現
わ
す
日
を
き
め
た
。

約
束
の
日
に
な
る
と
、
寝
台
の
前
の
土
問
の
、
ち
ょ
う
ど
地
面
と
同
じ
高
さ

に
人
間
の
髪
の
毛
が
現
わ
れ
た
。
人
を
呼
ん
で
掃
除
さ
せ
た
が
、
掃
け
ば
掃
く

ほ
ど
、
髪
の
毛
は
は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。
馬
子
は
そ
こ
で
、
夢
に
見
た
娘

が
こ
れ
だ
と
き
づ
き
、
そ
ば
に
い
た
人
々
を
遠
ざ
け
る
と
、
し
だ
い
に
額
が
見

え
だ
し
、
そ
れ
か
ら
顔
が
見
え
だ
し
、
そ
れ
か
ら
肩
・
全
身
と
、
次
々
に
現
わ

れ
て
き
た
。

そ
こ
で
馬
子
は
、
娘
を
寝
台
の
上
に
坐
ら
せ
て
向
き
あ
い
、
い
ろ
い
ろ
な
話

を
し
た
が
、
娘
の
言
う
こ
と
は
こ
の
世
で
は
聞
け
な
い
珍
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
馬
子
と
寝
た
が
、
娘
は
口
癖
の
よ
う
に
、
「
私
は
ま
だ
魂
だ
け
で
、

実
体
は
な
い
の
で
す
よ
」
と
言
う
。
そ
れ
で
は
い
つ
実
体
が
こ
の
世
に
出
ら
れ

る
の
か
と
尋
ね
る
と
、

「
私
の
生
命
が
よ
み
が
え
る
日
に
な
れ
ば
、
出
て
来
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
そ
の
日

が
来
な
い
の
で
す
」

と
答
え
た
。

【
注
三
）

娘
は
そ
の
ま
ま
、
厩
の
中
に
住
ん
で
い
た
。
馬
子
と
語
り
合
う
声
は
家
の
者
は

誰
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

娘
は
蘇
生
の
日
が
近
づ
い
た
こ
ろ
を
見
は
か
ら
っ
て
、
自
分
を
掘
り
出
し
、

介
抱
す
る
方
法
を
詳
し
く
馬
子
に
教
え
、
そ
れ
が
す
む
と
厩
を
出
て
行
っ
た
。

馬
子
は
言
わ
れ
た
と
お
り
に
準
備
を
し
て
、
き
め
ら
れ
た
日
に
な
る
と
、
赤
毛

暑
ぴ

の
雄
鶏
を
一
羽
、
黍
飯
を
一
杯
、
清
酒
一
升
を
娘
が
葬
ら
れ
て
い
る
地
点
の

前
、
厩
か
ら
十
歩
あ
ま
り
の
と
こ
ろ
に
そ
な
え
、
祭
り
を
す
ま
せ
て
か
ら
、
棺

を
掘
り
出
し
た
。

棺
を
闘
い
て
見
る
と
、
娘
の
か
ら
だ
は
完
全
に
生
き
て
い
た
と
き
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
と
抱
え
出
し
て
、
毛
艶
を
張
り
め
ぐ
ら
し
た
帳
の
中
に
置

い
た
が
、
胸
の
あ
た
り
だ
け
に
わ
ず
か
な
温
み
が
あ
り
、
口
か
ら
は
呼
吸
が
漏

れ
て
い
た
。
四
人
の
下
女
を
付
き
添
わ
せ
て
介
抱
さ
せ
、
毎
日
黒
い
羊
の
乳
を

両
方
の
眼
に
そ
そ
ぎ
か
け
る
う
ち
、
娘
は
し
だ
い
に
口
を
聞
き
、
粥
を
呑
み
こ

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
も
の
が
言
え
る
よ
う
に
な
り
、

二
百
日
た
つ
と
杖
に
す
が
っ
て
歩
き
、
一
年
後
に
は
顔
の
色
も
肌
の
つ
や
も
気

力
も
、
ま
っ
た
く
も
と
の
と
お
り
に
回
復
し
た
。

そ
こ
で
、
使
者
を
出
し
て
徐
の
家
に
知
ら
せ
る
と
、

た。

(6) 

一
族
残
ら
ず
駆
け
つ
け

A
滋
家
で
は
吉
日
を
選
ん
で
結
納
を
交
わ
し
、
娘
を
嫁
に
迎
え
て
、
馬
子
と
夫

あ
ぎ
な

婦
に
し
夫
婦
の
関
に
は
二
男
一
女
が
で
き
た
。
長
男
は
字
を
元
慶
と
い
い
、

え

い

か

（

注

五

）

永
嘉
の
初
年
に
秘
書
郎
中
と
な
っ
た
。
次
男
は
字
を
敬
度
と
い
っ
て
、

た
い
ふ
え
ん
｛
注
六
）

太
偉
按
と
な
っ
た
。
娘
は
済
南
（
山
東
省
）
の
劉
子
彦
に
嫁
い
だ
。
こ
れ
は

ち
ょ
う
L
A注
七
）

徴
士
劉
延
世
の
孫
で
あ
る
。

注

馬
子
こ
れ
は
幼
名
で
あ
ろ
う
。
幼
名
は
名
前
負
け
し
な
い
よ
う
に
、

わ
ざ
と
お
か
し
な
名
を
つ
け
る
こ
と
が
多
い
。

生
録
冥
土
の
役
所
に
あ
る
帳
簿
。
人
間
は
全
部
こ
こ
に
登
録
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
名
の
下
に
、
寿
命
・
官
位
な
ど
が
書
き
入
れ
て
あ
る
。



四

語
り
合
う
声
実
体
が
な
く
、
魂
だ
け
の
幽
霊
は
、
人
間
の
目
に
は
見

え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
馬
子
と
は
特
別
の
縁
が
あ

る
の
で
、
娘
の
姿
は
馬
子
に
は
見
え
る
が
、
ほ
か
の
家
族
に
は
見
え

ず
、
た
だ
声
だ
け
は
聞
こ
え
る
の
で
あ
る
。

永
嘉
西
晋
の
懐
帝
の
年
号
。
三

O
七
｜
二
二
年
。

秘
書
郎
中
官
名
。
朝
廷
内
に
あ
る
書
庫
の
事
務
や
図
書
の
整
理
・
校

訂
な
ど
を
管
掌
す
る
。

太
侍
抜
抜
は
事
務
官
の
総
称
。
太
停
は
天
子
の
顧
問
官
で
、
の
ち
に

は
皇
太
子
の
教
育
係
り
と
な
っ
た
。
そ
の
太
停
に
直
属
し
て
事
務
を
と

る
の
が
太
停
橡
で
あ
る
。

徴
士
朝
廷
か
ら
招
か
れ
、
官
職
に
つ
く
よ
う
要
請
さ
れ
た
人
の
総

称
。
通
常
は
官
位
を
求
め
ず
、
野
に
隠
れ
て
終
わ
っ
た
人
に
対
す
る
敬

称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

五
__._ 
／、七つ

ぎ
に
、
同
じ
「
捜
神
後
記
』
か
ら
、
も
う
一
つ
の
厩
の
志
怪
を
掲
げ
て
み

よ
う
。
こ
の
説
話
も
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
選
』
に
「
厩
の
中
の
幽
霊
会
乙
」

と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
本
か
ら
訳
文
を
掲
出
し
て
紹
介
し
て

み
る
（
語
注
は
な
い
）
。
な
お
、
同
じ
話
が
「
捜
神
記
幽
明
録
異
苑
他

〔
六
朝
I
〕
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
李
仲
文
の
娘
」
と
い
う

題
が
つ
け
ら
れ
、
ま
た
原
文
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
原
文
で
は
厩
を
「
勝
」
と

記
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
馬
小
屋
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

う
ま
や

「
厩
の
中
の
幽
霊
士
乙
」
（
『
捜
神
後
記
」
巻
四
）

A
晋
代
の
こ
と
、
武
都
（
甘
粛
省
）
の
太
守
の
李
仲
文
が
在
任
中
、
十
八
歳
に

な
る
娘
を
亡
く
し
、
郡
の
首
府
の
北
の
郊
外
に
仮
埋
葬
し
た
。

李
仲
文
の
あ
と
を
う
け
て
、
張
世
之
と
い
う
人
が
太
守
と
な
っ
た
。
世
之
の

あ
ぎ
な

息
子
は
字
を
子
長
と
い
い
、
二
十
歳
で
あ
っ
た
が
、
任
地
ま
で
つ
い
て
来
て
、

厩
（
原
文
で
は
、
「
癖
」
と
な
っ
て
い
る
。
前
之
困
注
）
に
寝
起
き
し
て
い
た
。

B
あ
る
夜
、
子
長
は
夢
に
一
人
の
娘
を
み
た
。
年
の
こ
ろ
は
十
七
、
八
、
絶
世

の
美
人
で
あ
る
。
娘
の
身
の
上
話
に
よ
れ
ば
、
前
任
の
太
守
の
娘
で
、
不
幸
に

し
て
若
死
に
し
た
が
、
こ
の
た
び
生
き
返
る
こ
と
に
な
っ
た
。
子
長
が
好
き
に

な
っ
た
の
で
、
こ
こ
へ
出
て
来
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
ん
な
夢
が
五
晩
か
六
晩
続
い
た
あ
と
、
娘
は
突
然
、
昼
間
か
ら
姿
を
現
わ

し
た
。
香
を
焚
き
し
め
た
着
物
は
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
ぬ
香
ぐ
わ
し
き

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
二
人
は
夫
婦
と
な
っ
た
が
、
共
寝
の
の
ち
、
娘
の
着
物

に
残
っ
た
あ
と
は
、
処
女
の
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

A
そ
の
後
、
仲
文
は
娘
の
墓
の
様
子
を
見
る
た
め
、
女
中
を
よ
こ
し
た
。
女
中

は
つ
い
で
に
世
子
の
家
に
立
ち
ょ
っ
て
世
子
の
妻
に
会
っ
た
が
、
厩
の
中
に
は

い
っ
た
と
こ
ろ
、
死
ん
だ
娘
の
靴
が
片
方
だ
け
、
子
長
の
寝
台
の
下
に
あ
る
の

を
見
つ
け
た
。
女
中
は
そ
れ
を
拾
っ
て
泣
き
だ
し
、
子
長
が
墓
を
盗
掘
し
た
の

だ
と
言
い
た
て
て
、
靴
を
持
ち
帰
り
、
仲
文
に
見
せ
た
。

仲
文
は
び
っ
く
り
し
て
、
貴
公
の
令
息
が
ど
う
い
う
わ
け
で
亡
き
娘
の
靴
を

手
に
入
れ
た
の
か
と
、
世
之
へ
諮
問
の
使
者
を
送
っ
た
。
世
之
が
息
子
を
呼
ん

で
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

B
事
の
次
第
を
す
べ
て
申
し
た
て
た
の
で
、
李
・
張
の
両
家
と
も
奇
怪
な
こ
と

と
思
い
、
娘
の
棺
を
聞
い
て
見
た
。
す
る
と
娘
の
か
ら
だ
に
は
も
う
肉
が
つ
い

て
い
て
、
顔
だ
ち
も
生
前
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
右
足
に
は
靴
を
は
い
て
い
た

(7) 



が
、
左
足
に
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
ち
、
娘
は
ほ
ん
と
う
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
娘
は
ま
た
子
長
の
夢
に
現
わ
れ
て
、

「
肉
が
腐
っ
て
し
ま
い
、
生
き
返
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
心
に
残

る
恨
み
の
数
々
、
何
と
申
し
あ
げ
て
よ
い
や
ら
」

と
、
さ
め
ざ
め
と
泣
き
な
が
ら
別
れ
て
行
っ
た
。

正
史
に
み
え
る
草
子
・
馬
子
と
い
う
人
名

前
章
に
見
た
寧
子
・
馬
子
と
い
う
人
名
は
、
志
怪
小
説
の
み
に
見
え
る
特
殊

な
名
前
な
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
志
怪
小
説
だ
け
に
見
え
る
名
だ
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
志
怪
小
説
集
の
編
纂
者
が
勝
手
に
創
作
し
た
人
名
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

小
稿
に
お
い
て
車
子
・
馬
子
と
い
う
名
前
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
こ
と
は
無
意

味
・
無
益
な
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
車
子
・
馬
子
は
勝
手
に
創
作
し
た
人
名
で
は
な
い
。
と
い
う
の

は
、
車
子
・
馬
子
を
は
じ
め
車
字
や
馬
字
を
名
に
負
う
人
名
は
、
中
国
の
正
史

に
も
散
見
し
、
実
在
の
人
物
の
名
前
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
車
字
・
馬
字
を
帯
び
て
い
る
人
名
（
姓
を
除
い
た
個
人
名
、
つ
ま

り
韓
と
字
）
を
紀
元
前
か
ら
南
北
朝
時
代
ま
で
、
正
史
で
い
う
と
『
史
記
』
か

ら
『
漢
書
」
『
後
漢
書
」
『
三
国
志
』
『
晋
書
』
『
宋
書
」
『
南
斉
書
』
『
梁
書
」

「
陳
書
』
「
南
史
』
『
貌
書
』
『
北
斉
書
』
『
周
書
』
『
北
史
』
ま
で
の
中
に
調
査
し

て
み
よ
う
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
姓
の
車
（
た
と
え
ば
、
蛍
の
光
で
勉
学
し
た
と
い
う

車
胤
の
車
）
と
姓
の
馬
（
た
と
え
ば
、
「
泣
い
て
馬
譲
を
斬
る
」
の
馬
設
の
馬
）

は
除
外
し
、
個
人
名
（
諒
や
字
）
を
対
象
と
し
、
呉
樹
平
他
編
『
二
十
四
史
人

名
索
引
上
」
を
利
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
車
偏
の
つ
く
較
・
紙
な
ど
、
馬
偏

の
つ
く
駿
・
駒
な
ど
も
除
外
す
る
。

車
字
・
馬
字
を
帯
び
る
人
名

『
史
記
」

『
史
記
」

『
漢
書
』

「
漢
書
』

「
後
漢
書
』

「
後
漢
書
』

『
三
国
志
』

『
三
国
志
」

『
晋
書
」

「
晋
番
』

「
宋
番
』

『
宋
書
』

『
南
斉
脅
」

「
南
斉
書
」

「
梁
書
』

「
梁
書
』

『
陳
書
』

孔
車
歩
子
車
比
車
者
李
左
車
周
左
車

亙
馬
施
丁
馬
従
呂
馬
童
昭
渉
馬
童

李
左
車
孔
車
周
左
車
単
右
車
且
莫
車

亙
馬
期
昭
渉
馬
童
丁
馬
従
呂
馬
童

居
車
児
李
左
車

梁
馬
蘇
馬
提
周
馬

胡
車
児
李
左
車

郭
馬
蘇
馬
関
馬
父

王
車
予
車
朱
左
車

郭
馬
蘇
馬

劉
車
兵
（
劉
宋
少
帝
劉
義
符
）
劉
車
士
（
劉
義
真
）

（
劉
宋
文
帝
劉
義
隆
）
劉
車
子
（
隆
義
康
）

焚
馬
子

（
車
な
し
）

焚
馬
子
賞
馬

載
車
（
馬
な
し
）

（
車
な
し
）

(8) 

劉
車
児

乞
仏
馬
居



『
陳
書
」

『
南
史
」

「
南
史
』

『
貌
書
」

『
貌
書
』

『
北
斉
書
」

『
北
斉
書
」

『
周
書
」

『
周
書
』

『
北
史
』

『
北
史
』

（
馬
な
し
）

羊
車
児
玉
新
車

黄
馬
高
車
門
張
車
渠

任
馬
駒

鄭
大
車

（
馬
な
し
）

（
車
な
し
）

（
馬
な
し
）

甑
宝
車
鄭
大
車

部
馬
頭
安
馬
駒

屈
車
渠

李
左
車

右
に
列
挙
し
た
ご
と
く
、
車
字
や
馬
字
の
つ
く
人
名
は
正
史
の
中
に
も
少
し

ず
つ
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
『
宋
書
』
の
劉
車
子
（
劉
宋
文
帝
の
弟

劉
義
康
の
幼
名
）
と
『
後
漢
書
」
の
居
車
児
、
『
三
国
志
」
の
胡
車
児
、
『
宋

書
」
の
劉
車
児
、
『
南
史
」
の
羊
車
児
は
、
「
天
か
ら
銭
を
借
り
た
夢
」
（
『
捜
神

記
」
）
の
車
子
と
同
名
、
ほ
ほ
同
名
と
い
っ
て
よ
い
。

正
史
に
見
え
る
車
子
、
車
児
を
名
乗
る
五
人
は
、
志
怪
小
説
の
車
子
と
同
様

に
車
庫
（
の
軒
下
）
で
誕
生
し
た
の
で
車
子
・
車
児
と
命
名
さ
れ
た
の
か
否
か

正
史
に
は
記
載
さ
れ
て
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
も
車
や
車
庫
と
有
縁
の
人
々
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
『
宋
書
」
の
劉
車
児
は
、
「
元
嘉
の
治
」
で
有
名
な
劉
宋
の
第
三
代
皇

帝
文
帝
（
劉
義
隆
）
の
こ
と
で
あ
る
。
文
帝
は
幼
少
時
の
字
を
車
児
と
い
っ

た。

馬
字
を
帯
び
る
人
名
は
二
三
例
存
在
す
る
が
、
志
怪
小
説
「
厩
の
中
の
幽
霊

付
」
の
馬
子
と
同
名
は
「
宋
書
」
・
『
南
斉
書
」
の
焚
馬
子
の
み
で
あ
る
。
焚
馬

子
に
つ
い
て
厩
の
中
で
生
ま
れ
た
と
か
、
厩
の
中
で
生
活
し
て
い
た
と
か
い
う

こ
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
馬
や
厩
と
関
係
の
浅
く
な
い
人
物
で
あ

ろ、っ。な
お
、
ウ
マ
ヤ
を
意
味
す
る
厩
字
・
廠
字
や
馬
屋
を
名
に
負
う
人
名
は
調
査

し
た
正
史
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
（
阜
字
・
閑
字
・
縛
字
・
駅
字
も
ウ
マ
ヤ
の

意
味
を
有
す
る
が
、
い
ま
だ
未
調
査
で
あ
る
）
。

要
す
る
に
、
志
怪
小
説
の
中
に
現
れ
る
車
子
と
か
馬
子
と
か
い
う
名
前
は
、

創
作
さ
れ
た
架
空
の
人
名
で
は
な
く
、
三

1
五
世
紀
頃
に
実
在
し
た
人
物
の
名

前
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

『
捜
神
記
」
『
捜
神
後
記
』
・
志
怪
の
史
料
価
値

(9) 

本
章
で
は
、
志
怪
（
志
怪
小
説
）
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
考
え
、
志
怪
が
歴

史
研
究
に
と
っ
て
有
益
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
み
よ
う
。

第
二
章
に
紹
介
し
た
「
捜
神
記
」
「
捜
神
後
記
』
の
三
つ
の
志
怪
（
「
天
か
ら

銭
を
借
り
た
夢
」
「
厩
の
中
の
幽
霊
付
」
「
厩
の
中
の
幽
霊
口
」
）
は
、
所
詮
幽

霊
話
や
小
説
に
す
ぎ
な
い
か
ら
史
料
的
な
価
値
は
皆
無
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
六
朝
の
志
怪
小
説
は
、
小
説
と
は
い
っ
て
も
作
者
・
編
者
に
よ
っ

て
自
由
奔
放
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
前
掲
の
三
つ
の
志
怪
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
志
怪
小
説
は
内
容
も
形
式
も
簡
単
・
素
朴
で
至
極
短
い
説
話
で
あ

る
。
話
の
元
に
な
っ
た
素
材
（
市
井
の
噂
、
情
報
、
口
碑
な
ど
）
が
未
加
工
の



ま
ま
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
か
ら
超
自
然
的
な
部
分
を
取
り
除
い
た

残
り
の
部
分
に
は
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
定
の
史
料
価

値
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
日
、
小
説
と
い
え
ば
高
度
な
創
作
、
巧
妙
な
作
り
話
、
高
尚
な
芸
術
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
貌
晋
六
朝
の
小
説
（
志
怪
小
説
）
は
、
今

日
の
小
説
と
は
正
反
対
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

も
と
も
と
小
説
と
い
う
漢
語
の
原
義
は
、
（
六
朝
以
前
の
士
大
夫
・
知
識
階

級
か
ら
見
て
）
天
下
国
家
と
は
無
関
係
な
俗
世
間
の
つ
ま
ら
な
い
話
・
噂
・
情

報
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
小
説
と
は
、
そ
の
質
に
お
い
て
も
、
ま
た
量
に
お

0
0
 

い
て
も
『
小
』
さ
い
『
説
』
言
い
か
え
れ
ば
、
短
く
て
く
だ
ら
な
い
話
」
で
あ

り
、
創
作
さ
れ
た
話
・
物
語
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
六

朝
の
志
怪
小
説
は
、
読
者
に
読
ま
せ
る
た
め
に
意
図
的
に
創
作
・
構
成
さ
れ
た

話
・
物
語
で
は
な
か
っ
た
。
意
図
的
な
創
作
や
長
編
化
が
始
ま
る
の
は
、
唐
の

伝
奇
小
説
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

古
代
（
後
漢
以
前
）
の
中
国
で
は
、
国
家
・
王
朝
の
正
史
を
作
る
た
め
に

様
々
な
資
料
が
蒐
集
さ
れ
た
。
し
か
し
、
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
と
い
う
儒
教
の

教
え
に
忠
実
な
史
官
は
、
集
積
さ
れ
た
資
料
の
中
か
ら
市
井
の
噂
話
・
珍
奇
な

話
、
幽
霊
・
妖
怪
・
狐
な
ど
の
怪
異
調
、
笑
い
話
な
ど
を
、
正
史
に
記
載
す
る

に
値
し
な
い
も
の
と
し
て
除
外
し
た
。

と
こ
ろ
が
中
世
（
三
国
1
唐
）
に
入
る
と
、
史
官
も
知
識
階
級
も
正
史
か
ら

除
外
さ
れ
た
民
間
の
奇
怪
・
珍
奇
な
話
・
情
報
・
口
碑
や
、
不
思
議
な
出
来
事

に
も
関
心
を
向
け
は
じ
め
て
記
録
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
彼

ら
の
生
活
万
端
を
し
ぼ
っ
て
い
た
儒
教
が
衰
退
し
て
、
奇
跡
・
怪
力
や
超
自
然

的
な
こ
と
を
強
調
す
る
仏
教
と
道
教
が
興
隆
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

の
ち
に
貌
の
文
帝
と
な
る
曹
歪
（
一
八
七
生
i
二
二
六
年
没
）
は
、
奇
怪
な

話
ば
か
り
集
め
た
「
列
異
伝
』
を
編
纂
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
書
が
曹
杢
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
確
証
は
な
い
ら
し
い
。
東
晋
の
初
め
に
な
る
と
、
当
代
一
流

の
史
官
で
『
晋
紀
』
を
著
し
た
干
宝
が
、
「
耳
目
紀
」
に
記
載
す
る
の
を
は
ば
か

ら
れ
た
俗
世
間
の
奇
怪
な
話
を
集
め
て
一
書
を
作
り
、
『
捜
神
記
』
と
名
づ
け

た
。
『
捜
神
記
』
は
、
中
国
小
説
の
祖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
『
捜
神
記
」
の
後
を
、
つ
け
て
陶
潜
が
編
纂
し
た
の
が
『
捜
神
後
記
」
で

あ
る
。
た
だ
し
、
『
捜
神
後
記
」
は
陶
潜
が
編
纂
し
た
の
か
明
確
で
は
な
い
ら

し
い
。
そ
の
後
も
志
怪
小
説
を
集
め
た
多
く
の
著
作
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
六
朝
志
怪
小
説
の
著
し
い
特
色
は
、
「
そ
の
記
録
性
で
あ
る
。

話
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
に
記
し
止
め
る
と
い
う
の
が
六
朝
小
説
の
態
度
で
あ
っ

て
、
文
章
も
素
朴
で
あ
り
、
構
成
に
意
を
用
い
た
ら
し
い
あ
と
も
な
い
。
こ
ん

な
話
が
あ
り
ま
す
と
い
う
こ
と
を
読
者
に
伝
え
る
の
が
、
そ
の
目
的
」
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
志
怪
小
説
は
、
事
実
の
記
録
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

(10) 

つ
ぎ
に
志
怪
小
説
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
竹
田
晃
・
黒
田
真
美

子
編
・
佐
野
誠
子
著
『
捜
神
記
幽
明
録
異
苑
他
〔
六
朝
I
〕
』
の
巻
末
に

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
志
怪
小
説
は
、
現
在
独
立
し
た
書
物
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
「
三
国
志
」
の
義
松
之
注
、
ま
た
唐
代
に
編
ま
れ
た
『
芸
文
類
来
」
、
北
宋

は
じ
め
に
編
ま
れ
た
『
太
平
御
覧
」
、
『
太
平
広
記
』
と
い
っ
た
類
書
に
引
用
さ

れ
る
こ
と
で
、
志
怪
の
内
容
は
現
在
ま
で
伝
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
散
在
す
る
侠
文

を
、
魯
迅
が
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
ま
と
め
て
い
る
。
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
も
遺



漏
や
間
違
い
は
み
ら
れ
る
が
、
散
逸
し
た
志
怪
に
つ
い
て
簡
便
に
眺
め
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
功
績
は
大
き
い
。

い
っ
ぽ
う
、
数
少
な
い
独
立
し
た
書
籍
と
し
て
伝
わ
る
「
捜
神
記
」
や

「
異
苑
」
な
ど
も
最
古
の
版
本
は
明
代
末
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
明
末

に
な
っ
て
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
は
、
近
年
の
研
究
で
は
、
明
末
当

初
、
出
版
物
と
し
て
世
に
出
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
か
な
り
の
水
増
し
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
原
本
そ
の
も
の
と
は
大
部
違

う
と
考
え
た
方
が
よ
い
。

ま
た
、
「
捜
神
後
記
」
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
捜
神
後
記
」
晋
・
陶
潜
（
淵
明
）
十
巻
。
一
一
七
条
。
う
ち
侠
文
六
条
。

現
在
伝
わ
る
十
巻
本
は
、
「
捜
神
記
』
同
様
、
明
末
に
出
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
明
人
に
よ
る
増
補
が
か
な
り
加
わ
っ
て
い
る
。
「
捜
神
記
』
の
続
編
を

諮
っ
て
は
い
る
が
、
「
捜
神
記
』
よ
り
も
扱
う
題
材
の
幅
は
狭
く
、
鬼
神
や

動
物
の
話
が
目
立
つ
。
ま
た
、
「
捜
神
記
」
に
は
み
ら
れ
な
い
、
仏
教
に
関

わ
る
話
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

右
の
説
明
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
小
稿
で
利
用
し
た
志
怪
「
天
か
ら
銭
を
借

り
た
夢
」
「
厩
の
中
の
幽
霊
付
」
「
厩
の
中
の
幽
霊
口
」
を
収
め
る
「
捜
神
記
』

『
捜
神
後
記
」
は
、
東
晋
時
代
の
原
本
・
写
本
で
は
な
い
。
し
か
し
、
つ
ぎ
に

述
べ
る
ご
と
く
、
「
厩
の
中
の
幽
霊
口
」
は
原
本
の
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
原
文
に
郡
太
守
を
単
に
郡
と
表
記
し
て
東
晋
時

代
の
書
き
方
を
残
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

李
仲
文
の
あ
と
を
う
け
て
「
張
世
之
と
い
う
人
が
太
守
と
な
っ
た
」
と
い
う

所
の
原
文
は
、
「
有
張
世
之
代
為
郡
（
張
世
之
代
は
り
て
郡
と
為
る
有
り
こ
と

記
さ
れ
て
お
り
、
郡
太
守
に
な
る
こ
と
を
単
に
「
為
郡
（
郡
と
為
る
ご
と
表

記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
郡
太
守
を
単
に
郡
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

郡
太
守
を
郡
と
省
略
し
て
記
す
表
記
法
や
、
将
軍
を
単
に
軍
と
省
略
し
て
書

く
表
記
法
は
、
『
耳
目
書
」
や
「
宋
書
」
に
よ
く
散
見
す
る
。
「
宋
書
」
倭
国
伝
に

も
倭
王
済
の
配
下
二
十
三
人
を
「
軍
郡
に
除
す
」
と
あ
る
。
こ
の
「
軍
郡
」
は

将
軍
と
郡
太
守
の
こ
と
で
あ
り
、
二
十
三
人
を
「
将
軍
と
郡
太
守
に
任
命
す

る
」
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
厩
の
中
の
幽
霊
口
」
の

話
は
東
晋
時
代
に
替
か
れ
た
原
本
の
文
章
が
残
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

、n
J
o原

本
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
推
定
で
き
る
も
う
一
つ
の
証
拠
は
、
新
任
太
守

の
張
世
之
と
い
う
人
名
の
名
（
姓
を
除
い
た
個
人
名
。
張
世
之
の
世
之
）
の
末

尾
に
之
と
い
う
文
字
が
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
東
晋
を
は
じ
め
六
朝
に
は

名
の
末
尾
に
之
と
い
う
字
を
付
す
こ
と
が
流
行
し
た
。
玉
泉
根
著
・
林
雅
子
訳

『
中
国
姓
氏
考
ー
そ
の
ル
l
ツ
を
さ
ぐ
る

l
』
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。

六
朝
（
東
晋
南
北
朝
時
代
。
原
著
者
の
注
）
に
な
る
と
複
名
（
二
文
字
以

上
の
名
。
前
之
困
注
）
制
が
ま
た
輿
り
は
じ
め
た
。
（
中
略
）
南
北
朝
は
耕

偲
（
技
巧
を
こ
ら
し
た
文
体
。
原
著
者
の
注
）
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
文
学
上

の
耕
健
修
辞
の
風
俗
も
命
名
に
影
響
し
、
多
く
の
人
が
申
し
あ
わ
せ
た
よ
う

に
名
前
の
後
に
之
と
い
う
字
を
加
え
た
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
当
時
の
一
種
の

は
や
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
科
学
者
の
祖
沖
之
、
書
道
家
の
王
義
之
・
王

献
之
、
画
家
の
顧
健
之
、
歴
史
学
者
の
装
松
之
、
作
家
の
羊
稽
之
、
楊
街

、、．，，
盲
目
A

唱

E
A

r
，‘、
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顔
延
之

一
撲
の
首
領
唐
寓
之
、
東
晋
の
将
校
劉
牢
之
な
ど
が
い

新
任
太
守
の
張
世
之
と
い
う
人
名
は
、
『
捜
神
後
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
東
晋

時
代
の
人
名
の
流
行
に
適
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
志
怪
「
厩
の
中
の
幽
霊
付
」
も
、
原
本
の
姿
を
留
め
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
前
任
太
守
の
徐
玄
方
と
い
う
人
名
の
玄
方
と
い

う
名
は
、
六
朝
の
人
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
王
泉
根
氏
に
よ
る

と
、
六
朝
は
仏
教
や
道
教
が
隆
盛
し
た
が
、
道
教
の
信
奉
者
の
名
は
玄
な
ど
の

字
を
負
う
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
六
朝
の
人
名
の
中
に
み
ら
れ
る
仏
教
語
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
僧
の
つ
く
者
一
二
二
人
、
曇
の
つ
く
者
三
九
人
、
仏
の
つ

く
者
二
四
人
で
あ
る
。
ま
た
、
道
教
を
信
奉
す
る
者
に
は
、
よ
く
道
、
祖
、

玄
、
徳
、
霊
な
ど
が
つ
く
。
た
と
え
ば
脇
道
元
、
檀
道
済
、
粛
道
成
（
斉
の
高

帝
）
な
ど
が
い
る
と
い
う
。

す
る
と
、
徐
玄
方
は
道
教
が
興
隆
し
た
六
朝
時
代
の
人
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
わ
け
で
、
彼
は
道
教
の
信
者
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
『
捜
神
記
」
の
「
天
か
ら
銭
を
借
り
た
夢
」
、

『
捜
神
後
記
』
の
「
厩
の
中
の
幽
霊
付
」
「
厩
の
中
の
幽
霊
口
」
の
説
話
は
一
定

の
史
料
価
値
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
志
怪
小
説
だ
か
ら
史
料
と
し
て
無
価

値
で
あ
る
、
と
い
っ
て
一
蹴
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
厩
戸
皇
子
の
名
前
と
誕
生

伝
説
を
考
察
す
る
の
に
有
益
な
史
料
に
な
る
と
考
え
る
。

四

志
怪
小
説
の
伝
来
と
影
響

『
捜
神
記
』
「
天
か
ら
銭
を
借
り
た
夢
」
の
車
子
は
、
車
庫
の
軒
下
で
誕
生
し

た
の
で
車
子
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
す
る
と
『
捜
神
後
記
」
「
厩
の
中
の

幽
霊
付
」
の
馬
子
も
厩
で
生
ま
れ
た
が
ゆ
え
に
馬
子
と
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

、っか。思
う
に
、
聖
徳
太
子
が
厩
の
入
口
で
誕
生
し
た
の
で
厩
戸
皇
子
と
呼
ば
れ
た

と
い
う
伝
承
は
、
馬
の
輸
入
や
馬
養
の
渡
来
に
と
も
な
っ
て
将
来
さ
れ
た
馬
に

関
す
る
志
怪
小
説
・
志
怪
小
説
集
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

馬
の
飼
育
に
従
事
す
る
渡
来
氏
族
や
間
人
連
・
額
田
部
連
・
額
田
部
湯
坐
速

は
、
己
の
職
務
と
不
可
分
の
馬
や
厩
に
関
す
る
志
怪
を
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
馬
養
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
文
筆
に
も
長
じ
た
阿
直
岐
（
書
首
ら
の
始

祖
）
の
伝
承
や
、
馬
史
・
田
辺
史
な
ど
の
氏
姓
か
ら
も
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
馬

を
飼
養
す
る
氏
族
は
朝
廷
の
文
筆
・
記
録
に
も
従
事
し
て
い
た
の
で
、
彼
ら
が

馬
・
厩
に
か
か
わ
る
志
怪
を
伝
え
た
公
算
は
小
さ
く
な
い
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
左
記
の
『
日
本
書
紀
」
雄
略
天
皇
九
年
七
月
条
の
田
辺
史

伯
尊
の
換
馬
伝
承
で
あ
ろ
う
。
馬
の
飼
育
と
朝
廷
の
記
録
に
従
事
し
て
い
た
田

辺
史
は
、
換
馬
伝
承
と
い
う
志
怪
を
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

(12) 

河
内
園
、
言
さ
く
、
「
飛
鳥
戸
郡
の
人
田
辺
史
伯
孫
が
女
は
、
古
市
郡
の
人

お
の
ζ
ご
う
ま
わ
り

書
首
加
竜
が
妻
な
り
。
伯
孫
、
女
、
児
産
せ
り
と
聞
き
て
、
往
き
て
聾
の
家

よ

ろ

ニ

い

ち

び

こ

の

怠

か

ほ

ん

だ

の

み

さ

さ

軍

あ

か

う

ま

の

を
賀
び
て
、
月
夜
に
還
り
ぬ
。
蓬
京
丘
の
誉
田
陵
の
下
に
、
赤
駿
に
騎
れ
る
者

に
逢
ふ
。
其
の
馬
、
時
に
護
略
に
し
て
、
竜
の
ご
と
く
に
讃
ぷ
。
（
中
略
）
伯



ち
か
づ

A
だ

4
お
の
う

a

ひ
と

孫
、
就
き
視
て
、
心
に
欲
す
。
乃
ち
乗
れ
る
塘
馬
に
鞭
ち
て
、
頭
を
斉
し
く

〈

ち

し

ニ

う

ニ

え

の

ぬ

け

〈

も

の

み

ち

ち

り

の

み

ち

轡
を
並
ぶ
。
爾
し
て
乃
ち
、
赤
駿
、
超
び
て
憾
で
絶
え
た
る
こ
と
挨
塵
に

は
L

Z

S
だ

と

き

か

た

ち

は

る

も

か

う

お

そ

み
え
、
駆
り
驚
つ
迅
滅
に
し
て
没
せ
ぬ
。
是
に
、
聴
馬
、
後
れ
て
怠
足
く

ね
が
い

し
て
、
復
追
ふ
べ
か
ら
ず
。
其
の
駿
に
乗
れ
る
者
、
伯
孫
の
所
欲
を
知
り
て
、

あ

い

さ

わ

か

れ

は

よ

き

う

ま

仰
り
て
停
め
て
馬
を
換
へ
て
、
相
辞
り
て
取
別
て
ぬ
。
伯
孫
、
駿
を
得
て
甚
だ

お

ど

ら

釘

ろ

ま

や

さ

か

〈

る

つ

あ

し

た

歓
ぴ
、
醸
し
て
厩
に
入
る
。
鞍
を
解
し
て
馬
に
稼
ひ
て
眠
ぬ
。
其
の
明
日
一
に
、

あ
や
し

赤
駿
、
変
り
て
土
馬
に
為
れ
り
。
伯
孫
、
心
に
異
び
て
、
還
り
て
誉
回
陵
を
覚

か
わ

む
る
に
、
乃
ち
聴
馬
の
土
馬
の
聞
に
在
る
を
見
る
。
取
り
て
代
へ
て
、
換
り
し

土
馬
を
置
く
」
と
ま
う
す
。

、、、

こ
の
伝
承
に
類
す
る
説
話
は
、
中
国
の
『
宋
書
』
五
行
志
の
中
に
み
ら
れ

る
。
そ
の
説
話
は
、
東
晋
の
桓
玄
（
三
六
九
l
四
O
四
）
が
鶴
穴
と
い
う
地
に

至
っ
た
と
き
、
年
老
い
た
貴
人
が
青
牛
に
乗
っ
て
く
る
の
に
出
会
い
、
そ
の
牛

の
形
色
が
珍
し
か
っ
た
の
で
、
桓
玄
は
自
分
の
乗
っ
て
い
た
牛
と
取
り
換
え
て

も
ら
っ
た
。
零
陵
の
渓
流
に
出
る
ま
で
、
そ
の
牛
は
異
状
に
早
く
は
し
っ
た
の

で
、
休
憩
を
と
ら
せ
て
牛
に
水
を
飲
ま
せ
た
。
と
こ
ろ
が
牛
は
た
ち
ま
ち
水
中

に
入
っ
て
出
て
こ
な
か
っ
た
。
桓
玄
は
人
を
遣
わ
し
て
探
さ
せ
た
が
、
何
日

た
っ
て
も
、
つ
い
に
牛
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

五
行
志
と
い
う
も
の
は
、
天
変
地
異
、
異
常
気
象
、
災
害
、
予
兆
、
奇
妙
な

現
象
・
事
件
、
口
碑
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記
述
内
容
は

志
怪
小
説
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

東
晋
・
宋
へ
少
な
く
と
も
十
一
回
も
使
者
を
派
遣
し
た
倭
の
五
王
も
志
怪
小

説
を
愛
好
し
、
輸
入
し
た
可
能
性
は
低
く
な
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
が
使
い

を
送
っ
た
東
晋
・
劉
宋
で
は
、
志
怪
を
編
纂
し
た
志
怪
小
説
集
が
数
多
く
作
ら

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
旬
奴
出
身
の
河
西
王
の
温
渠
蒙
遜
も
志
怪
小

説
の
愛
好
家
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
宋
書
』
巻
九
八
忌
胡
伝
に
よ
る
と
、
宋
の
文
帝
の
元
嘉
三
年
（
四
二
六
）

に
、
河
西
王
温
渠
蒙
遜
が
『
捜
神
記
』
を
求
め
た
の
で
、
司
徒
の
王
弘
が
書
写

し
て
与
え
た
と
い
う
（
「
蒙
遜
又
就
司
徒
王
弘
求
捜
神
記
。
弘
写
与
之
」
）
。
温

渠
蒙
遜
の
事
例
か
ら
推
測
す
る
と
、
志
怪
小
説
が
五
世
紀
の
日
本
へ
も
た
ら
さ

れ
た
可
能
性
は
低
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

倭
王
讃
の
使
節
と
し
て
劉
宋
へ
赴
い
た
司
馬
の
曹
達
、
雄
略
天
皇
の
使
者
と

な
っ
て
「
呉
」
（
劉
宋
の
こ
と
か
）
へ
二
度
も
往
復
し
た
「
史
部
」
の
身
狭
村

主
青
・
檎
限
民
使
博
徳
も
志
怪
小
説
を
日
本
へ
将
来
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

品
M

。『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
専
制
君
主
雄
略
は
「
唯
愛
寵
み
た
ま
ふ
所
は
、

史
部
の
身
狭
村
主
背
・
槍
限
民
使
博
徳
の
み
な
り
き
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
雄
略
天
皇
二
年
十
月
条
）
。

憶
測
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
青
と
博
徳
が
神
仙
思
想
に
関
心
を
有
し
て
い

た
ら
し
い
雄
略
に
寵
愛
さ
れ
た
一
因
は
、
東
晋
・
劉
宋
伝
来
の
志
怪
小
説
を
翻

訳
し
て
雄
略
に
読
ん
で
聞
か
せ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
持
統

し
い
が
た
り

天
皇
と
志
斐
婚
と
の
「
い
な
と
言
へ
ど
強
ふ
る
志
斐
の
が
強
語
こ
の
こ
ろ
聞
か

ず
て
朕
恋
ひ
に
け
り
」
「
否
と
言
へ
ど
語
れ
語
れ
と
詔
ら
せ
こ
そ
志
斐
い
は
奏

せ
強
語
と
の
る
」
（
『
万
葉
集
」
巻
三
｜
二
三
六
、
二
三
七
）
と
い
う
関
係
に
似

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

(13) 



む
す
び

従
来
、
『
捜
神
記
』
『
捜
神
後
記
」
な
ど
の
志
怪
（
志
怪
小
説
）
が
日
本
古
代

史
の
研
究
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
志
怪
は
超
自
然
的
な
事
柄
だ
け
で
な
く
事
実
も
少
な
か
ら
ず
記
録
さ
れ
て

い
る
の
で
、
史
料
的
な
価
値
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
志
怪
小
説
は
日

本
古
代
史
の
研
究
に
お
い
て
も
有
益
な
史
料
と
し
て
利
用
で
き
る
の
で
あ
る
。

車
庫
の
軒
下
で
生
ま
れ
た
の
で
車
子
と
命
名
さ
れ
た
と
い
う
『
捜
神
記
』
の

話
（
「
天
か
ら
銭
を
借
り
た
夢
」
）
、
郡
太
守
の
息
子
で
馬
子
と
い
う
名
前
の
若

者
が
厩
舎
の
中
で
生
活
し
て
い
る
「
捜
神
後
記
』
の
説
話
（
「
厩
の
中
の
幽
霊

付
」
）
は
、
厩
戸
皇
子
の
名
前
の
由
来
や
厩
前
誕
生
伝
承
を
考
察
す
る
の
に
参

考
に
な
り
、
有
益
で
あ
る
。

思
う
に
、
厩
戸
皇
子
の
厩
前
誕
生
説
話
は
、
久
米
邦
武
の
ご
と
く
馬
小
屋
で

生
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
伝
説
の
付
会
で
あ
る
と
見
な
す
よ
り
は
、
中
国
伝

来
の
志
怪
小
説
の
影
響
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

車
庫
（
馬
車
の
車
庫
か
）
の
軒
下
で
生
ま
れ
た
か
ら
車
子
と
命
名
さ
れ
た
話

と
か
、
馬
子
と
い
う
名
の
若
者
が
厩
の
中
で
起
居
し
て
い
た
ら
娘
の
幽
霊
が
現

れ
て
結
婚
す
る
説
話
と
か
、
馬
車
・
厩
・
馬
な
ど
に
か
か
わ
る
志
怪
が
、
馬
の

飼
育
に
従
事
す
る
大
陸
渡
来
の
氏
族
の
聞
に
い
く
つ
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
田
辺
史
伯
孫
の
換
馬
伝
承
は
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

「
宋
書
』
に
よ
る
と
、
旬
奴
族
の
河
西
玉
の
温
渠
蒙
遜
は
元
嘉
三
年
に
劉
宋

の
文
帝
に
対
し
て
『
捜
神
記
」
を
所
望
し
、
そ
れ
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
倭
の

五
王
も
東
晋
・
劉
宋
に
少
な
く
と
も
十
一
回
遺
使
し
て
お
り
、
東
晋
・
劉
宋
は

志
怪
小
説
集
が
多
数
編
纂
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
る
の
で
、
使
者
が
志
怪
小
説
集

を
将
来
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

日
本
に
仏
教
が
伝
来
す
る
と
、
仏
教
の
霊
験
・
奇
跡
を
説
い
た
り
、
現
世
と

地
獄
・
極
楽
と
の
往
来
等
を
語
る
仏
教
的
な
志
怪
が
、
我
国
へ
大
量
に
伝
え
ら

れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
遺
附
使
・
遣
唐
使
も
難
解
で
堅
苦
し
い
内
容
の
儒
学
の

経
典
の
み
な
ら
ず
、
肩
の
凝
ら
な
い
娯
楽
的
な
内
容
の
志
怪
小
説
も
持
ち
帰
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
志
怪
小
説
の
方
が
喜
ば
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

A
H

。志
怪
を
早
く
か
ら
受
容
し
て
馬
官
に
出
仕
し
て
い
た
馬
養
系
の
氏
族
は
、
篤

く
仏
教
を
信
仰
し
て
い
た
の
で
、
日
本
仏
教
の
始
祖
と
も
い
え
る
聖
徳
太
子
に

対
す
る
敬
仰
の
あ
ま
り
、
太
子
が
自
分
た
ち
の
職
場
で
あ
る
馬
官
の
「
厩
の

戸
」
に
お
い
て
誕
生
し
た
の
だ
と
い
う
話
（
自
慢
話
・
功
名
話
の
類
）
を
ウ
マ

ヤ
ト
の
名
前
に
合
わ
せ
て
創
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
閑
人
連
・
額

田
部
湯
坐
連
も
一
枚
加
わ
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(14) 

注
1 

久
米
邦
武
「
聖
徳
太
子
実
録
」
（
聖
徳
太
子
奉
讃
会
監
修
・
藤
原
猶
雪

編
「
聖
徳
太
子
全
集
』
第
四
巻
）
一

O
一
頁

坂
本
太
郎
「
聖
徳
太
子
』
一
一
一
頁

古
市
晃
「
聖
徳
太
子
の
名
号
と
王
宮
｜
上
宮
・
豊
聡
耳
・
厩
戸
｜
」

（
「
日
本
歴
史
』
七
六
人
、
二

O
一
二
年
）

遠
山
美
都
男
「
大
化
改
新
と
蘇
我
氏
』
（
敗
者
の
歴
史
1
）一

O
三
i

一
O
四
頁
、
二
O
一
三
年

渡
里
恒
信
「
上
宮
と
厩
戸
｜
古
市
晃
氏
の
新
説
へ
の
疑
問
と
私
見

l
」

（
「
古
代
史
の
研
究
』
一
八
号
、
二
O
二
二
年
）

2 3 4 5 



6 

薮
回
嘉
一
郎
「
釈
『
間
人
』
」
（
『
日
本
上
古
史
研
究
』
第
五
巻
第
一
号
）

宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
」

『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
集
」
四
四
五
頁

注
8
の
四
四
人
頁

『
捜
神
記
幽
明
録
異
苑
他
〔
六
朝
I
〕
」
七
i
入
頁

坂
元
義
種
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
日
本
と
朝
鮮
」
五
四
七

1
五
五
三
頁

玉
泉
根
『
中
国
姓
氏
考
』
一
一
三
ニ

i
一
三
四
頁

注
ロ
の
一
三
五
頁

佐
伯
有
情
「
馬
の
伝
承
と
馬
飼
の
成
立
」
（
森
浩
一
一
樹
『
日
本
古
代
文

化
の
探
求
馬
』
）
二
二

i
－
二
四
頁
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